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ぼく、練習に練習を重ねて「亥の子歌」をすごく上

手に歌えるようになったんだよっ！そういえば、西予

市内でも地域によって亥の子は違うみたい。みんなの

地区の亥の子は、どんな感じ？今度、教えてよっ！
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03　  特集　 笠置峠ものがたり
10　   被災住宅の応急修理は
 今年度で終了

11　  浸水した空き家
　　 除却費用の一部を補助

「のむら復興まちづくり計画」
 骨子案を取りまとめ

12　  市議会第３回定例会

13　  「市政懇談会」報告や意見など紹介

課題解決の拠点

　　   「愛媛大学地域協働センター南予」開設

24　  40 歳～ 47歳男性が対象
 「風しん抗体検査」は３月までに

26　  旧市民図書館を解体中
 代替駐車場をご利用ください

27　  運転手付きのマイクロバス 利用に注意

29　  ４月から喫煙ルールが変更に
 事業者の皆さん、ご準備を
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　かつて殿様も参勤交代で使ったといわれ
る歴史ある道、笠置街道。岩木地区の人た
ちが定期的に清掃を続けています。
　作業後、写真左手前にある「遍路墓」に
手を合わせる女性たち。昔から受け継ぐ温
かな思いは、今も生き続けています。
撮影日：10月 19日　撮影場所：宇和町岩木

特
　
集 笠置峠ものがたり

西予市民劇団「もんたかな」による演劇公演が、10月中旬にありました。
演題は「笠置峠ものがたり」。
岩木地区に残る「遍路墓」にまつわる実話から生まれた、オリジナルの物語です。

劇のあらすじ

かつて多くの人が行き来し、にぎわった
笠
かさぎ
置街道。宇和町岩木から八幡浜釜倉に抜け

る主要道で、殿様や武士、旅人や商人、そし
てお遍路さんなどが歩いた道です。
　その峠で、茶屋を営む夫婦がいました。あ
る日、ひょんなことから夫婦は「新潟から四
国八十八カ所参りに来た」という親子と出会
います。不治の病を患っている少女「ちよ」と、
病気平癒を祈願する母親「やえ」です。峠の
茶屋の人たちは２人を温かく迎え入れ、交流
を深めます。
　しかし、ちよは病魔に勝てず岩木の地で他
界。住民は墓を作り、手厚く弔いました。新
潟にある生家からは長年、手紙やお礼の品が
届いたそうです。

　時代は、現代へと変わり――。
　「こんなに素敵な場所で私のご先祖さまを
守ってくださり、ありがとうございます」。
ちよの墓前で手を合わせる、２人の姿があり
ました。100 年以上もの間、代々墓を守り続
けてきた菊池家の子孫と、ちよの遺族です。
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　もんたかなは「戻ったかな、お帰り」という意味の方言です。優しく包
んでくれる温かい言葉のように、みんなから愛されることを願って劇団名
にしました。メンバーは全員アマチュアです。お芝居を通して「ふるさと
西予」を元気にすることを目標に、楽しみながら活動しています。
　次回作も、市内の実話をテーマにと考えています。あなたも仲間になり
ませんか。年齢不問、初心者大歓迎です。興味があればお電話（☎ 090-
7783-2644）ください。楽しみながら一緒に地元を盛り上げていきましょう！

地域の魅力
伝えることで「ふるさと西予」を盛り上げたい

橋本 志津子さん
＝宇和町皆田＝

「もんたかな」座長

「笑って、泣ける」「歌も良くて感動した」

宇和文化会館で、２日にわたり行われた

西予市民劇団「もんたかな」の公演は　

両日とも大にぎわい。

合計で約 1200 人以上が観劇しました。

公演のきっかけは「岩木の温かさを知ったこと」

だと、橋本志津子座長は語ります。

きっかけは「知ったこと」
遍路墓を守る
岩木地区の温かさ
劇にして広めたい

２
０
１
３
年
の
旗

揚
げ
以
降
、
毎

年
１
回
の
公
演
を
続

け
て
い
る
西
予
市
民

劇
団
「
も
ん
た
か
な
」。

第
６
回
目
の
公
演
と

な
る
今
回
、
物
語
の

舞
台
と
な
っ
た
の
が

宇
和
町
岩
木
地
区
の
笠
置
峠
で
す
。

　

座
長
の
橋
本
志
津
子
さ
ん
は
、
公
演

の
き
っ
か
け
を
次
の
よ
う
に
話
し
ま

す
。

知
ら
な
か
っ
た
歴
史

岩
木
の
人
た
ち
の
温
か
さ
に
感
動

　
「
広
報
せ
い
よ
の
特
集
を
読
ん
で
、

初
め
て
知
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
昔
、
武

士
や
商
人
、
お
遍
路
さ
ん
ら
が
行
き

交
っ
た
交
通
の
要
衝
『
笠
置
峠
』
が
岩

木
地
区
に
あ
る
こ
と
。
新
潟
か
ら
来

た
娘
遍
路
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悼
ん

で
『
菊
池
慶
治
郎
』
さ
ん
が
墓
を
作
っ

た
こ
と
。
今
で
も
菊
池
さ
ん
の
子
孫
が

墓
を
守
ら
れ
よ
る
こ
と
。
笠
置
街
道
沿

い
に
は
他
に
も
多
く
の
遍
路
墓
が
あ
っ

て
『
笠
置
文
化
保
存
会
』
の
皆
さ
ん
が

手
入
れ
を
さ
れ
よ
る
こ
と
。
同
じ
宇
和

町
に
住
み
よ
る
の
に
、
そ
ん
な
歴
史
が

あ
っ
た
な
ん
て
知
ら
ん
か
っ
た
ん
で

す
。
１
０
０
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、

温
か
な
思
い
が
受
け
継
が
れ
と
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
絶
対
に
お

芝
居
に
し
た
い
、
も
っ
と
皆
に
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

市
内
に
、
こ
ん
な
に
す
て
き
な
地
域

が
あ
る
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
。
劇
団
員
全
員
、
橋
本
座
長
の
思

い
に
賛
同
し
ま
し
た
。
脚
本
と
演
出
を

引
き
受
け
た
の
は
、
松
山
市
を
中
心
に

活
動
す
る
劇
団
「
み
か
ん
一
座
」
の
代

表
、
戒
田
節
子
さ
ん
で
す
。

　
「
熱
意
あ
る
依
頼
に
心
打
た
れ
て
、

実
話
を
も
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
に

仕
上
げ
ま
し
た
。『
も
ん
た
か
な
』
の

皆
と
一
緒
に
笠
置
峠
に
も
登
っ
た
ん
で

す
よ
。
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
定
期
的
に

清
掃
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
道
も
お

墓
も
、
と
て
も
き
れ
い
。
温
か
な
思
い

と
命
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
な
が
ら
、

岩
木
と
い
う
地
区
が
つ
く
ら
れ
て
き
た

ん
だ
な
あ
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
」

　

人
が
人
を
思
い
合
う
こ
の
地
の
優
し

さ
や
魅
力
を
め
い
っ
ぱ
い

作
品
に
込
め
た
と
、
戒
田

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

橋本座長が「劇のきっかけとなった」と話す「広報せいよ２月号（2017）」。100年以上にわたり、娘遍路の墓を守る岩木の人たちの思いを特集。

仲間を大募集中。

演劇で西予市を盛

り上げましょう！

（写真上）「もんたかな」の衣装は自
前や寄付によるもの。劇中に流れる
音楽はもちろん、背景や小道具、大
道具類も手作りです。橋本座長いわ
く「メンバーは少ないのですが、そ
れぞれに特技があるので、できる人
ができる分野を分担してやっている
んです」。（左）脚本・演出を担当し
た戒田節子さん。本番前日まで熱の
こもった演技指導を行う。
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「笠置峠ものがたり」の舞台となった

宇和町岩木地区。

笠置街道は平成 29 年に国史跡に指定されました。

（指定名称：八幡浜街道笠置峠越）

この地では、多くの人が

自発的に「大切なもの」を守り続けています。

先輩方が
してきたことを
自分らもしよるだけ
特別なことやないよ

小
雨
の
降
る
中
、
笠
置
峠
で
草
刈

り
を
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

二
宮
宣の

り
お雄

会
長
ら
、「
笠
置
文
化
保
存

会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
「
岩
木
に
は
古
墳
や
街
道
な
ど
歴
史

あ
る
文
化
財
が
多
く
あ
る
の
で
、
私
ら

は
毎
月
１
回
、
草
刈
り
や
手
入
れ
な
ど

を
し
よ
り
ま
す
。
来
る
人
が
歩
き
や
す

い
よ
う
誘
導
看
板
を
設
置
し
た
り
、
定

期
的
に
道
を
補
修
し
た
り
も
し
よ
り
ま

す
。
参
加
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
れ
る
人
が
出
て
や
り
よ
り
ま
す
」

　

会
員
は
、
岩
木
地
区
の
有
志
31
人
。

平
均
年
齢
は
約
70
歳
で
す
。

　
「
こ
こ
に
は
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る
ん

か
を
調
査
し
た
り
、
学
習
会
を
設
け
て

皆
で
学
ん
だ
り
も
し
よ
り
ま
す
。で
も
、

何
も
特
別
な
こ
と
や
な
い
ん
よ
。
こ
の

地
の
先
輩
方
が
し
て
き
た
こ
と
を
、
自

分
ら
も
し
よ
る
だ
け
で
す
」

　

笠
置
文
化
保
存
会
の
結
成
は
平
成
８

年
。
土
地
の
歴
史
を
知
り
、
大
切
な
存

在
に
気
付
く
こ
と
が
活
動
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

作業中「峠の茶屋」で一休み。大正初期に現
存した茶屋を笠置文化保存会が復元したもの。In

te
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ie
w

　菊池慶治郎は、亡夫の祖父にあたります。「娘
遍路の墓」の話は、嫁いだときに義母から聞き
ました。私の子どもにも、お墓のことは伝えと
ります。
　もともと娘さんのお墓は、外れの高い場所に
ありました。でも年をとるにつれ登るのが大変
になって、保存会の人たちと相談して平成 24
年に笠置街道沿いに移設しました。街道沿いに
は数多くの遍路墓があるので、娘さんも寂しく

娘遍路の墓を守る菊池節子さん
「嫁いだときに義母から聞き、私も子どもに伝えています」

ないやろうと思います。今では保存会と菊池家
で、共に守りよります。
　「もんたかな」の「笠置峠ものがたり」は、
市外で暮らす娘と最前列で見ました。笑って泣
ける、とてもよい劇でしたね。娘は「心が温かく、
大切なものを守ることができる岩木の人たちが
誇らしい。遍路墓にも報告に行きたい」と感激
しとりました。身近な話題が劇になり、私も感
動で胸がいっぱいです。

「『笠置峠ものがたり』を観劇
しました。身近な人が出る身
近な物語で、とても良かった
です」と話す、菊池節子さん
（左から３人目）と地区の婦
人会「千歳会」の皆さん。
菊池文恵さん（中央）は劇に
も出演し、茶屋夫婦の母親「ウ

タ」役を好演。技
術を生かし、劇中
音楽の作詞・作曲
も担いました。

月に一度定例会を開き、笠置峠
古墳や峠周辺の清掃を続けてい
る「笠置文化保存会」の皆さん。
前列中央が二宮宣雄会長。

守
り
続
け
た
「
娘
遍
路
の
墓
」

生
ま
れ
た
奇
跡

　

明
治
38
年
、
秋
の
こ
と
。
新
潟
か
ら

四
国
八
十
八
カ
所
巡
礼
の
旅
に
来
た
父

と
娘
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
笠
置
村

（
岩
木
地
区
）
で
娘
の
体
調
が
急
変
。

住
民
た
ち
が
看
病
し
ま
す
が
、
病
気
の

た
め
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
笠
置

村
の
菊
池
慶
治
郎
さ
ん
は
死
を
悼
み
、

娘
を
埋
葬
し
、
墓
を
作
っ
て
手
厚
く
弔

い
ま
し
た

―
。

　

こ
の
事
実
を
聞
き
取
り
、
菊
池
家
が

代
々
「
娘
遍
路
の
墓
」
を
守
っ
て
い
る

こ
と
を
会
誌
に
発
表
し
た
の
も
、
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

そ
し
て
平
成
28
年
の
秋
。
偶
然
が
重

な
り
、
亡
く
な
っ
た
娘
遍
路
の
遺
族
と

岩
木
地
区
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
四
国
の
人
は
と
て
も
優
し
く
て
胸

が
い
っ
ぱ
い
。
長
い
間
、
こ
れ
だ
け
大

勢
の
人
に
守
ら
れ
て
、
お
世
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
な
ん
て
…
」

　

遺
族
は
笠
置
峠
沿
い
に
佇
む
娘
の
墓

に
手
を
合
わ
せ
、
大
粒
の
涙
を
流
し
な

が
ら
、
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し

た
と
い
い
ま
す
。
岩
木
地
区
だ
か
ら
こ

そ
生
ま
れ
た
、奇
跡
の
出
来
事
で
し
た
。
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岩
木
地
区
で
は
毎
年
春
と
秋
の
２

回
、
笠
置
峠
や
古
墳
群
を
め
ぐ

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
に
行
わ
れ
る
「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
」

は
Ｊ
Ｒ
伊
予
石
城
駅
か
ら
笠
置
峠
を
越

え
て
八
幡
浜
市
釜
倉
ま
で
を
歩
く
も
の

で
、
参
加
者
は
毎
年
60
人
ほ
ど
。
10
月

27
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
今
年
は
、

市
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
集
ま
り
ま

し
た
。

　

開
催
日
当
日
、
朝
早
く
か
ら
笠
置
文

化
保
存
会
有
志
の
女
性
陣
は
「
お
に
ぎ

り
作
り
」
に
大
忙
し
で
す
。

　
「
こ
れ
が
食
べ
た
く
て
ま
た
来
ま
し

た
と
言
う
て
く
れ
る
人
も
お
る
け
ん
、

「来て、見て、歩いて、歴史に触れてほしい」

「この地には古墳も、街道もあるけんな」

岩木地区では年に２回、

笠置峠を歩くイベントが開催されています。

今年の参加者は、ほとんどが市外在住者。

岩木地区の魅力は、市外にも広がっています。

岩木を歩いて
歴史や文化に触れてみて
今も生き続ける思いが
この地にはあるけんな

竹の皮

わかめおにぎり 味にコクがあり、ビタミンも豊富な「古代米おにぎり」
梅干しおにぎり

米は岩木産100％
米は岩木産100％

手作りの漬物

「おにぎり、最高にお
いしい！」古墳や歴
史に興味があって、
大洲市から参加した
と話す少年。

（右）遍路墓の前で。手を合わせる参加者の
姿も。（下）道中、宇和盆地を見下ろす。中
央に小さく「わらマンモス」の姿も見える。

険しい峠道を「昔の商人や武士、お遍路さ
んになった気分で登ってみましょう」。至
るところに保存会お手製の道しるべが。

「来てくれた参加者さんらに、頂上でおいし
いおにぎり食べてもらいたいけんな」。
「駅からウォーク」の開催日当日、笠置文化
保存会の女性陣有志は朝８時前から集会所
に集まり、おにぎりを作ります。「今回炊く
のは６升。全部、岩木地区の農家が作った
自慢の米です」。市内屈指の米どころ、岩木
地区ならではの昼食も人気の秘訣。

う
れ
し
い
し
作
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
20
人
で
、
例
年
よ
り

も
少
な
い
け
ん
、
さ
み
し
い
く
ら
い
」

　

参
加
者
に
お
昼
ご
飯
と
し
て
ふ
る
ま

わ
れ
る
お
に
ぎ
り
は
、
毎
年
、
大
好
評
。

リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
人
も
い
る

ほ
ど
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
く

「
笠
置
峠
も
の
が
た
り
」

　
「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
す
る

た
め
大
分
県
か
ら
来
市
し
た
と
い
う
男

性
は
語
り
ま
す
。

　
「
峠
越
え
は
大
変
で
し
た
が
、
心
地

良
い
時
間
で
し
た
。
宇
和
町
で
生
ま
れ

育
ち
、
こ
こ
が
歴
史
あ
る
ま
ち
だ
と

知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
街
道
に
も
古

墳
に
も
初
め
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
に
ぎ
り
も
絶
品
。
す
て
き
な
ふ

る
さ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」

　

笠
置
峠
や
古
墳
群
な
ど
を
有
す
る
、

歴
史
あ
る
岩
木
地
区
。
文
化
財
は
も
ち

ろ
ん
、
暮
ら
す
人
の
温
か
さ
も
多
く
の

人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。「
守
り
、
つ

な
ぐ
」
気
概
に
あ
ふ
れ
た
人
が
暮
ら
す

こ
の
地
で
、
笠
置
峠
の
物
語
は
、
こ
れ

か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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市
は
、
台
風
第
19
号
で
被
災
し
た
福

島
県
本
宮
市
に
10
月
28
日
（
月
）、
税

務
課
と
危
機
管
理
課
に
所
属
す
る
職
員

３
人
を
派
遣
。
10
月
25
日
（
金
）
の
出

発
式
で
、
管
家
市
長
は
「
昨
年
、
全
国

か
ら
受
け
た
支
援
の
恩
返
し
と
し
て
、

職
員
や
西
予
市
民
の
気
持
ち
を
届
け
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

本
宮
市
の
対
口
支
援
団
体
と
な
っ
た

愛
媛
県
は
、
県
内
市
町
を
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
短
期
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。派
遣
期
間
は
１
グ
ル
ー
プ
１
週
間
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
西
予
市

は
今
後
も
職
員
を
派
遣
予
定
で
す
。

西
予
市
職
員

被
災
地
の
「
本
宮
市
」
へ

復興だより
復興や、支援の状況などをお伝えします。
問  復興支援課☎ 62-1455

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
浸
水
被

害
を
受
け
た
空
き
家
に
対
し
、
除
却
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
物

・
り
災
証
明
書
の
「
り
災
の
程
度
」
が

全
壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
で

あ
る
非
住
家

・
住
宅
地
区
改
良
法
に
基
づ
く
不
良
度

判
定
を
行
っ
た
結
果
、
評
点
の
合
計

が
０
以
上
１
０
０
未
満
と
な
る
も
の

補
助
対
象
者

　

浸
水
被
害
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は

相
続
権
者
。
た
だ
し
、
市
税
な
ど
の
滞

納
が
無
い
こ
と
が
条
件
で
す
。

浸
水
し
た
空
き
家

除
却
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す対

象
と
な
る
工
事

　

除
却
工
事
の
総
額
が
50
万
円
以
上

で
、
市
内
業
者
が
行
う
も
の
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
費
用
の
５
分
の
４
以
内

で
、
最
高
80
万
円
を
限
度

受
付
期
限　

令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）

※
補
助
件
数
は
10
戸
の
予
定

申
込
方
法

　

建
設
課
で
除
却
相
談
を
受
付
中
で

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
り

災
証
明
書
の
写
し
」
と
現
況
写
真
な
ど

が
あ
れ
ば
、
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課
☎
62
‐
６
４
１
０

　

西
予
市
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

の
際
、全
国
か
ら
支
援
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
ご
恩
を
少
し
で
も
台
風
の
被
災
地

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
台

風
第
19
号
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

「
栃
木
県
鹿
沼
市
」と「
宮
城
県
丸
森
町
」

台
風
第
19
号
の
被
災
地
へ
、
支
援
物
資
を
提
供

　

野
村
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
復
興

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
、
住
民
や
大

学
な
ど
が
共
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

場
と
し
て
5
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
の
む

ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」。こ
れ
ま
で
計
6
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
出
た
意
見
を
、
提

案
事
項
と
し
て
10
月
24
日（
木
）に「
の

む
ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
骨
子

案
）」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

骨
子
案

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
、
大
き

く
４
つ
設
定
し
ま
し
た
。

①
肱
川
と
共
に
生
き
る

②
魅
力
的
な
商
店
街
を
創
る

③
相
撲
な
ど
の
野
村
の
文
化
を
守
る

④
市
民
一
人
一
人
が
活
躍
す
る
ま
ち
を

創
る

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
11

の
施
策
を
提
案
す
る
中
身
と
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
河
川
沿
い
の
魅

力
あ
る
空
間
整
備
と
し
て
4
つ
の
エ
リ

ア
を
設
定
。
商
店
街
と
乙
亥
会
館
付
近

の
エ
リ
ア
を
有
機
的
に
結
ぶ
仕
組
み
や

「
の
む
ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

骨
子
案
を
取
り
ま
と
め

空
間
整

備
、
避
難

路
の
整
備

や
指
定
避

難
所
の
充

実
な
ど
を

提
案
し
て

い
ま
す
。

　

他
に
も

特
産
品
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
強
化
、
相
撲
文

化
や
ミ
ル
ク
と
シ
ル
ク
文
化
の
継
承
、

地
域
で
支
え
る
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
の
検
討
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
実
行
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
識
者
な
ど
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
年
度
内
に

「（
仮
称
）
の
む
ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
骨
子
案
や
そ
の
後
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
随
時
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

き
ま
す
。

問
復
興
支
援
課
☎
62
‐
１
４
５
５

台風第 19号
被災者へ
義援金

　台風第 19 号で被災
した人を支援するた
め、市役所と各支所窓
口に募金箱を設置し
て い ま す。 設 置 期 限
は令和２年３月 30 日

（月）です。
　いただいた義援金
は、日本赤十字社を通
じて被災者まで届け
ます。
　温かいご支援とご
協力をお願いします。
問  福祉課☎ 62-6428

台風第 19号

あな
たの

温か
い

思い
を

協力をお願いします。
問  福祉課☎ 62-6428

「１日も早い生活再建ができるよう、精
一杯努めたい」。住宅被害認定調査や避
難所運営を支援するため、派遣第一陣
として本宮市に入った西予市職員３人。

無事を誓う出発式（10/18）にて。
（写真左）市社会福祉協議会 河野敏
雅会長（中）野村貨物社長 宇都宮
司朗さん（右）管家 一夫市長

被災住宅の
応急修理
今年度で終了

　平成 30 年７月豪雨
災害に伴う住宅の応急
修理は、今年度で終了
します。
　相談がある場合は、
お問い合わせください。

応急修理申し込みと修
理見積書の受付期限

　12 月 27 日（金）
　午後５時 15 分
※ 申し込みをしていて

も修理見積書の提出
がない場合は、制度
を利用できません
住宅の修理完了期限

令和２年３月31日（火）
　※ 期限を過ぎた場合、

応急修理制度の対
象外となります

問  福祉課☎ 62-6428

に
、
ス
コ
ッ
プ
や
高
圧
洗
浄
機
な
ど
の

資
機
材
約
３
万
点
を
送
り
ま
し
た
。

　

資
機
材
は
災
害
時
物
資
輸
送
協
定
に

基
づ
き
、
東
宇
和
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
運
搬
。
株
式
会
社
野
村
貨
物
が
鹿
沼

市
へ
、
有
限
会
社
明
浜
運
送
が
丸
森
町

へ
入
り
ま
し
た
。

　

西
予
市
を
出
発
し
た
資
機
材
は
、
10

月
19
日
（
土
）
に
両
市
町
に
到
着
。
現

在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
復

旧
作
業
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
今
後
も
要
請
に
基
づ
き
、
当
市

の
復
興
と
の
兼
合
い
を
考
慮
し
な
が
ら

可
能
な
限
り
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
復
興
支
援
課
☎
62
‐
１
４
５
５

今年度で終了
12/27までに申し込み

メンバーは野村町の住民や、愛媛大学の学生など
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「
せ
い
よ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ペ
ー
ス
整
備
事
業
」
や

「
高
校
魅
力
化
事
業
」
の
経
費
を
計
上

市
議
会

第
３
回
定
例
会

　

令
和
元
年
第
３
回
西
予
市
議
会
定
例
会

を
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
10
月
10
日
（
木
）

の
会
期
で
開
催
。
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
議
案
26
件
、
専
決
事
項
１
件
、
諮
問
１

件
、
認
定
12
件
、
報
告
12
件
、
請
願
１
件
、

陳
情
２
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・

認
定
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
事
項

　

明
浜
支
所
の
新
築
移
転
に
伴
い
、
市
消

防
署
明
浜
救
急
出
張
所
を
移
転
す
る
た
め

「
西
予
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
」の
一
部
を
改
正
す
る
。

諮
問

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

候
補
者
１
名
を
推
薦
（
敬
称
略
）。

・
兵
頭
伴と

も
ひ
ろ廣

（
宇
和
町
明
間
）

財
産
の
取
得

　

野
村
復
興
住
宅
団
地
用
地
と
し
て
、
野

村
町
野
村
12
号
７
３
３
番
５
他
24
筆
を
取

得
す
る
。

契
約
の
締
結

　

西
予
市
明
浜
観
光
交
流
拠
点
施
設
新
築

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
事
前
審
査
型

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
中
央
綜
合
建
設

㈱
（
宇
和
町
）
と
２
億
２
１
６
５
万
円
で

契
約
締
結
。

せ
い
よ
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
築
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
事
前
審
査
型
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
㈱
東
部
綜
合
建
設（
野

村
町
）
と
３
億
９
１
０
万
円
で
契
約
締
結
。

条
例
の
制
定

西
予
市
地
域
共
生
型
交
流
拠
点
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

利
用
者
の
健
康
増
進
や
社
会
参
加
を
促

進
し
、
地
域
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め

「
西
予
市
地
域
共
生
型
交
流
拠
点
施
設
」

を
設
置
す
る
。

西
予
市
明
浜
観
光
交
流
拠
点
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

生
活
福
祉
の
向
上
と
観
光
振
興
を
図
る

た
め「
西
予
市
明
浜
観
光
交
流
拠
点
施
設
」

を
設
置
す
る
。

※
他
、
条
例
の
制
定
１
件

条
例
の
一
部
改
正

西
予
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
住
民
票
の
記
載
事
項
に
旧
氏
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。

※
他
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件

条
例
の
廃
止

西
予
市
游
の
里
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
等

　

西
予
市
游
の
里
健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

貸
付
を
行
う
た
め
、
関
係
す
る
３
条
例
を

廃
止
す
る
。

報
告

経
営
状
況
の
報
告

　

本
市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
な
ど
（
西

予
市
土
地
開
発
公
社
、
㈱
野
村
町
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、㈱
エ
フ
シ
ー
、㈱
城
川
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
、
㈱
ど
ん
ぶ
り
館
、
あ
け
は
ま

シ
ー
サ
イ
ド
サ
ン
パ
ー
ク
㈱
、
㈱
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
、一
般
財
団
法
人
宇
和
文
化
会
館
、

西
予
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
㈱
）
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
度
の
経
営
状
況
を
報
告
す
る
。

※
他
、
報
告
３
件

一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
11
億
５
６
６
０
万
９
０
０
０

円
（
第
２
号
）
と
、
１
億
１
４
４
３
万

円
（
第
３
号
）
を
追
加
し
、
総
額
を

３
４
５
億
９
０
３
１
万
４
０
０
０
円
と
す

る
。
主
な
補
正
予
算
は
次
の
と
お
り
。

高
校
魅
力
化
事
業
（
新
規
）

１
９
８
万
円

　

市
内
三
校
と
連
携
し
た
公
営
塾
の
開
設

に
向
け
、
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
人
材
確
保
に

か
か
る
経
費
を
計
上
。

せ
い
よ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ペ
ー
ス
整
備
事
業

２
４
０
２
万
７
０
０
０
円

　

今
年
度
整
備
予
定
の
「
せ
い
よ
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ス
ペ
ー
ス
」
に
設
置
す
る
パ
ン
工

房
や
駐
車
場
整
備
に
か
か
る
経
費
を
計
上
。

橋
梁
補
修
事
業
　
　

     

７
５
０
０
万
円

　

財
源
で
あ
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
内
示
に
よ
り
橋
梁
補
修
設
計
委
託
と

補
修
工
事
に
か
か
る
経
費
を
計
上
。

危
険
空
家
除
却
事
業
　
　

８
０
０
万
円

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
浸
水
被
害

を
受
け
た
空
家
の
中
で
、
既
存
の
補
助
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
空
家
の
除
却
を
図
る

た
め
の
経
費
を
計
上
。

外
国
人
材
活
用
推
進
事
業

１
７
３
万
８
０
０
０
円

　

つ
く
し
苑
や
両
市
立
病
院
、
市
内
関
連

施
設
な
ど
で
の
外
国
人
材
活
用
に
か
か
る

調
査
研
究
や
、
技
能
実
習
生
の
受
入
体
制

構
築
を
図
る
た
め
の
経
費
を
計
上
。

畜
産
基
盤
施
設
再
生
支
援
事
業
（
新
規
）

２
０
１
０
万
７
０
０
０
円

　

畜
産
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

既
存
施
設
の
再
生
整
備
の
た
め
の
支
援
補

助
金
を
計
上
。

市
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

   

15
万
６
０
０
０
円

　

市
内
で
の
わ
ら
ア
ー
ト
の
普
及
と
推
進

の
た
め
、
昨
年
度
「
わ
ら
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
た
自
治
体
へ
の
現
地
研
修

を
行
う
た
め
の
経
費
を
計
上
。

河
川
維
持
事
業

２
５
９
４
万
６
０
０
０
円

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
明
間

地
区
治
山
事
業
の
流
末
水
路
改
修
の
た

め
、
工
事
請
負
費
を
計
上
。

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

２
億
７
９
８
９
万
８
０
０
０
円

　

住
宅
整
備
戸
数
が
30
戸
か
ら
41
戸
と

な
っ
た
た
め
、
不
足
す
る
11
戸
分
の
設
計

委
託
料
と
工
事
請
負
費
を
計
上
。

特
別
会
計
補
正
予
算

　

令
和
元
年
度
西
予
市
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

ほ
か
７
件
。

公
営
企
業
会
計
補
正
予
算

　

令
和
元
年
度
西
予
市
野
村
介
護
老
人
保

健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）。

※
平
成
30
年
度
一
般
会
計
ほ
か
の
決
算
は

Ｐ
16
〜
19
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
希
望
の

あ
っ
た
地
域
づ
く
り
組
織
24
カ
所
を
対

象
に
、
市
政
懇
談
会
を
開
催
。
市
政
に

関
す
る
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
延
べ
約
9
０
０
人
で
す
。

「
市
政
懇
談
会
」

報
告
や
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す「

復
興
計
画
」
の
進
捗
状
況
を
説
明

　

復
興
支
援
課
は
、
平
成
30
年
7
月
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
興
状
況
を
報
告
。

　

特
に
質
問
の
多
か
っ
た「
防
災
無
線
」

の
避
難
指
示
に
つ
い
て
は
、「
緊
急
放

送
!
緊
急
放
送
!
」
と
い
う
緊
迫
感
あ

ふ
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。

３
年
後
に
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
「
小
規
模
多

機
能
活
動
拠
点
整
備
事
業
」に
つ
い
て
、

た
た
き
台
を
説
明
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
（
た
た
き
台
）

　

市
内
27
カ
所
の
旧
小
学
校
区
単
位
で

課題解決の拠点

「愛媛大学地域
協働センター
南予」開設

　地域課題解決に向け
た研究などを行う「愛
媛 大 学 地 域 協 働 セ ン
ター南予」が 10 月１
日（火）、宇和米博物館
内に開設されました。
　南予地域のイノベー
ションや、地域活性化
を実現する拠点施設と
して運営されます。
概要

　センター長・副セン
ター長２人に加え、愛
媛 大 学 各 学 部 か ら 27
人の兼任教員が在籍し
ます。講義室や学生の
研究室も完備。
　愛媛大学の持つ知識
や経験を活用し、南予
９市町の共通課題であ
る人口減少問題や鳥獣
害 対 策、 空 き 家 問 題、
公共交通網維持や柑橘
産業の振興などに取り
組む予定です。
問  まちづくり推進課
　☎ 62-6403

市政NEWS

宇和米博物館

内に

令
和
4
年
度
に
現
在
の
公
民
館
を
廃
止

し
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
な
る

「
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
。
地
域
で
雇
用
す
る
「
地
域
任
用
職

員
」
や
行
政
職
員
を
配
置
し
、
各
地
域

は
「
小
さ
な
市
役
所
」
と
し
て
の
機
能

を
持
た
せ
ま
す
。
併
せ
て
支
所
の
機
能

の
整
理
を
行
い
、人
員
を
縮
小
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
営
利
活
動
が
可
能
に

な
り
「
稼
ぐ
地
域
」、「
自
分
た
ち
の

地
域
課
題
は
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
地

域
」
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
広
報
紙
な
ど
で
詳
細

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
な
ど

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
を
受
け
、

避
難
所
の
見
直
し
や
避
難
道
の
整
備
の

ほ
か
、
廃
校
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
の

意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

市
は
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

西
予
市
の
人
口
は
、
合
併
後
約
1
万

人
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
人
口
が

減
少
す
れ
ば
、
市
自
体
が
成
り
立
た
な

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
は
「
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
、
地
域
で
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い

う
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
変
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
や
、
そ
れ
に

対
す
る
回
答
な
ど
の
詳
細
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。　

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
62
‐
６
４
０
３
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１「潮
し お ご り
垢離」は、400 年以上前から続く秋祭りの

宵宮（前夜祭）で行われる行事です。翌日の祭り
で神輿を担いだり、警護したりする男たちが身を
清めるために何度も燃え盛るかがり火の間を駆け
抜け、海に飛び込みます２祭りで使われる牛

うしおに
鬼。

潮垢離の前日から海で清められます３朝から準備
を始める明浜町高山地区の人たち４地元で取れた
木にしめ縄を付けたら準備も大詰め５「昔、潮垢
離やりよって、かがり火の中に背中から転んだん
よ」。休憩中、地元の男性陣は思い出話に花を咲か
せます６ 10 11「アーヨイトコナー」「ヒバーンエー」。
声を掛け合って、肩を組んで走り出す。「ああ、こ
の地はいいところだなぁ」「日々繁栄してほしい
なぁ」という意味を込めて７「お宿」と呼ばれる
民家でふんどしに着替え、気合を入れます８今年
は 16 歳から 55 歳までの 37 人が参加。中には親
子の姿も９灯籠にも明かりがともり、開始の時間
が迫る12 13身を清めることおよそ１時間。海から
牛鬼を引き上げて、かがり火の周りや町内を担い
で回る14市内外からたくさんのカメラマンが集結

１

２

３４

５６

７

８

９

10

11

12

13

潮垢離
しおごり

身を清めて祭りに挑む

14
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　健全な財政運営により、歳入が歳
出を上回る黒字決算となりました。
　平成 30 年７月豪雨災害の発生に
伴い、復旧の財源として繰入金や国
庫支出金、市債などが増加。決算
額は昨年より 59 億 2530 万円増の
339 億 9117 万円です。
　災害に伴う特別な財政事情への措
置として特別交付税は増加したもの
の、合併算定替の段階的な縮減に
より普通交付税は前年度から３億
1777 万円減少。基金を活用して財
源調達をしている状況であり、今後
も地方交付税の減少が進むことによ
る影響が懸念されます。

01  一般会計歳入

03  平成 30 年度の主な経費（一般会計）

民生費
76億 579 万円
（23.5％）

公債費
34億 3108 万円
（10.6％）

教育費
39億 6264 万円
（12.2％）

農林水産業費
26億 4683 万円
（8.2％）

総務費
30億 7495 万円
（9.5％）

土木費
20億 2481 万円
（6.2％）

衛生費
27億 4167 万円
（8.5％）

消防費
14億 7017 万円
（4.5％）

商工費
５億 2980 万円
（1.6％）

災害復旧費
14億 2647 万円
（4.4％） その他

２億 1585 万円
（0.6％）

・議会費　１億 9478 万円
・労働費　2107 万円

一般会計歳出
324 億 2623 万円

　民生費では保育所等施設整備事業
が、消防費では防災行政無線デジタ
ル整備事業が減額になりました。
　しかし、平成 30年７月豪雨災害に伴
う災害復旧費や廃棄物処理のための衛
生費が増額。社会教育複合施設や野村
学校給食センターの建設などで教育費
も増額しています。
決算額は昨年と比較して 54 億 3392

万円増の 324 億 2623 万円です。

02  一般会計歳出

基本的な経費を計上した、
自治体の中心となる会計

平成30年度

税金や、国・県からの補助金などはどのように使わ
れたのか。市の財政状況は、どのようになっている
のかなどをお知らせします。問 財政課 ☎ 62-6402

決 算 報 告
民生費関係　76億 579万円

（前年度比　２億 2334 万円の減）

障がい者や高齢者に対する福祉、子育て支援
などのための経費。
【高齢者福祉】　13億 1012 万円
【障がい者福祉】　13億 4339 万円
【後期高齢者医療】　８億 8831 万円
【国民健康保険特別会計への繰出金】
　４億 7889 万円
【保育所管理・施設整備】　５億 4540 万円
【児童手当】　４億 3470 万円
【災害救助】　５億 3940 万円

公債費関係　34億 3108万円
（前年度比　2868 万円の増）

借入金（市の借金）返済や、利息を支払うた
めの経費。
【元金の返済に必要とした経費】32億 1136 万円
【利息に必要とした経費】　２億 1971 万円

農林水産業費関係　26億 4683万円
（前年度比　4231 万円の減）

農林水産業振興や基盤整備のための経費。
【農業振興】　
　４億 5379 万円
【農地費】　
　２億 1061 万円
【林業振興】　
　５億 3300 万円
【漁港の整備・維持管理】　１億 5071 万円

土木費関係　20億 2481万円
（前年度比　１億 3003 万円の減）

　道路、橋りょう、河川、下水道、公園の整備
など、まちづくりのための経費。
【道路の整備】　16億 1820 万円
【橋りょうの整備】　１億 5538 万円
【下水道費】３億 3461 万円
【地域住宅交付金】　8213 万円

消防費関係　14億 7017万円
（前年度比　１億 472 万円の増）

生命、身体、財産を守る消防、救急、防災の
ための経費。
【防災無線のデジタル整備】４億5478万円
【消防団の管理・運営・整備】１億 9503 万円

教育費関係　39億 6264万円
（前年度比　９億 6160 万円の増）

学校教育や生涯学習の充実、芸術・文化・ス
ポーツ振興のための経費。
【小学校・中学校】　５億 918 万円
【給食センターの運営・建設】５億 8895 万円
【社会教育複合施設の建設】　10億 1971 万円
【公民館】　２億 8311 万円
【文化施設】　１億 7649 万円
【体育施設】　１億 3145 万円

総務費関係　30億 7495万円
（前年度比　４億 8783 万円の増）

　地域振興や各種計画の推進、システム管理、
徴税、財務などのための経費。
【地域振興】　３億 9046 万円
【生活交通バス対策】　１億 5652 万円
【卯之町はちのじ事業】　３億 3329 万円
【電算管理】　２億 7601 万円
【明浜支所庁舎建設】　１億 5517 万円

衛生費関係　27億 4167万円
（前年度比　６億 9103 万円の増）

病気の予防や医療の充実、ごみ処理や環境保
全・保護のための経費。
【ごみ処理】　12億 1839万円
【し尿処理】　１億489万円
【病院費】６億1189万円
【がん検診・予防接種など】１億4285万円

一般会計歳入
339 億 9117 万円

依存財源
243 億 2437 万円
（71.5％）

自主財源
96億 6680 万円
（28.5％）

地方交付税
129 億 5744 万円
（38.1％）

国庫支出金
35億 5992 万円
（10.5％）

県支出金
22億 8920 万円
（6.7％）

その他の交付金
10億 6064 万円
（3.1％）

市税
31億 2948 万円
（9.2％）

・地方消費税交付金　６億 9711 万円
・地方譲与税　２億 5062 万円
・自動車取得税交付金　6492 万円
・株式等譲渡所得割交付金　1000 万円
・配当割交付金　1188 万円
・地方特例交付金　1401 万円
・利子割交付金　724 万円
・交通安全対策特別交付金　486 万円

市債
44億 5717 万円
（13.1％）

繰入金
42億 9882 万円
（12.6％）

繰越金
10億 7356 万円
（3.2％）

諸収入
３億 4554 万円
（1.0％）

使用料および手数料
２億 9206 万円
（0.9％）

その他
５億 2734 万円
（1.6％）

・分担金および負担金
　２億 683 万円
・寄付金
　２億 5207 万円
・財産収入
　6844 万円

諸支出金
32億 9617 万円
（10.2％）

2019.12月号 1❻このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ1❼



04  市債（借金）普通会計

【災害復旧・災害対策】　６億 3480 万円
【社会教育複合施設整備】　　５億 4050 万円
【野村学校給食センター建設】　  ３億 5200 万円

など、合計 44 億 5717 万円を借り入れました。
平成 30 年７月豪雨災害の復旧事業や新規建設
事業の影響で前年度と比較して 12 億 4215 万
円の増となっています。
　32億 1136 万円の元金償還を行い、市債残高
は前年度より 12 億 4545 万円増額し、385 億
4296 万円となりました。

05  基金（貯金）普通会計

平成 30 年度７月豪雨災害の復興費に財政調整
基金など 42億 9882 万円を取り崩しました。一方
で特別交付税などの歳入で 32 億 9611 万円を積
み立て、市の基金残高は、利子収入を含めて９億
9156 万円減の 125 億 3779 万円となりました。

29.3
55.2

33.8

372.3

32.1
41.737.8 41.137.2

385.4

340.6 348.0

市債発行額 元利償還額 残高

財政調整基金…不況や災害発生などの財源不足に備える
減債基金…公債費の支出を計画的に行うために積み立てる
特定目的基金…特定の目的のために財産を維持し積み立てる
定額運用基金…定額の資金を運用する
残高

１人あたりがもらったお金 　90万1216円

１人あたりが使ったお金 　 85万9724円

市税　８万 2973 円
使用料・手数料　7743 円
分担金・負担金　5484 円
寄付金など　8498 円

06  特別会計
【歳入総額】131 億 6847 万円
　 昨年度から７億 3756 万円、5.3％の
減少。うち、一般会計からの繰入金
22 億 5435 万円、昨年度から９156
万円の減少。

【歳出総額】128 億 8090 万円
　 昨年度から７億 8090 万円減少。後
期高齢者医療事業や介護保険事業、
公共下水道事業、簡易水道事業では
昨年度と比較して増加。しかし、そ
の他の特別会計が減少となったた
め、前年度と比較して全体で 5.7％
減少しました。

07  企業会計
【収入総額】54億 9885 万円
　昨年度から３億 509 万円、6.7％の減少
【支出総額】59億 767 万円
　昨年度から６億 5672 万円、10.0％の減少

　前年度に比べ全ての事業で収入・支出総額ともに減少。
一般会計からの繰入金は、水道事業会計は増加しましたが、
その他の会計は減少したため、全体で 30.5％減少、４億
5944 万円を繰り入れました。

企業会計名 収入 支出

水道事業
会計

収益的
収支 7億 1273 万円 ７億 37万円
資本的
収支 7759 万円 ３億 2861 万円

病院事業
会計

収益的
収支 39億 7786 万円 40 億 4872 万円
資本的
収支 １億 6947万円 ２億 7017 万円

野村介護
老人保健
施設事業
会計

収益的
収支 ５億 2341万円 ５億 2201 万円
資本的
収支 3779 万円 3779 万円

合計
収益的
収支 52億 1400 万円 52 億 7110 万円
資本的
収支 ２億 8485万円 ６億 3657 万円

08  財政健全化の推進
　西予市はいずれの指標も基準を下回っており、健全な
財政状況といえます。

実質赤字比率
連結実質赤字比率

実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

12.76％西予市★

健全時期 早期健全化団体 財政再生団体

用語解説
【実質赤字比率】
　一般会計などの赤字の程度を指標化し財政運営の
深刻度を示すもの。黒字のため指数はありませんが、
数値化すると△ 5.57％となります。
【連結実質赤字比率】
　全ての会計の赤字や黒字を合算し、市全体として
の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す
もの。黒字のため指数はありませんが、数値化する
と△ 24.67％となります。
【実質公債費比率】
　借入金の返済額などの大きさを指標化し、資金繰
りの危険度を示すもの。３カ年平均の数値は8.8％で、
早期健全化基準（25.0％）を下回っていますが、前
年度に比べ 0.3％上昇（悪化）しています。
【将来負担比率】
　借入金など将来支払っていく可能性がある負担の
大きさを指標化し、将来の財政運営を圧迫する可能
性を示すもの。数値は 52.1％で、早期健全化基準
（350.0％）を下回っていますが、前年度に比べ 4.5％
上昇（悪化）しています。

資金
不足
比率

経営
健全化
基準

全公営企業会計 ― 20.0％

特別会計名 歳入総額① 歳出総額②
歳入歳出差
引額③＝①
－②

住宅新築資金等
貸付事業特別会計 146 万円 135 万円 12万円
育英会奨学資金
貸付特別会計 4408 万円 2774 万円 1634 万円
国民健康保険特別
会計（事業勘定） 52億 3852万円 50億 9100万円 １億4752万円

診療所勘定会計 １億 9762 万円 １億 9630 万円 132 万円
後期高齢者医療
特別会計 ６億 2084 万円 ６億 1837 万円 247 万円
介護保険特別会計 58億 2315万円 57億 5022万円 7294 万円
簡易水道事業
特別会計 １億 6466 万円 １億 5010 万円 1456 万円

農業集落排水事業
特別会計 ３億 5701 万円 ３億 5546 万円 154 万円

公共下水道事業
特別会計 ７億 2113 万円 ６億 9037 万円 3076 万円

合計 131 億
6847 万円

128 億
8090 万円

２億
8756 万円

※万円未満を端数調整しているため、総額と内訳の合計が一致しない場合があります。

市民からの
収入

13万 6364 円

国からの
収入

44万 5074 円

県からの
収入

８万 1670 円

市債
（借入金）
11万 8174 円

その他の
収入

11万 9934 円

・前年度繰越金
・特別会計など
   からの繰入金

議会費
5164 円

総務費
８万 1527 円

民生費
20万 1654 円

衛生費
7万 2691 円

災害復旧費
３万7820 円

農林水産業費
7万 176 円

商工費
１万 4047 円

土木費
５万 3684 円

消防費
3万 8979 円

教育費
10万 5062 円

公債費（返済金）
９万 969 円

その他の支出
８万 7951 円

・労働費
・諸支出金
（基金積立金など）

34.7

68.5

125.3

36.8

67.9

128.6

43.1

70.5

137.4

48.3

70.5

140.6
（億円）

46.4

66.5

135.3

（億円）

32.234.0

373.0

特定の事業を行い、一般会
計と区分して経理する会計

事業収益で運営し、
独立して経理する会計

西予市★
★西予市

★西予市

17.76％

25.0％

350.0％

西予市全ての公営企業にお
いて、資金不足額は生じて
いません。

公営企業の資金不足比率

372.3

44.655.2
33.8

20.0％

30.0％
35.0％8.8％

52.1％
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　図書館では、貸し出しの他
に資料の保存も行っていま
す。まなびあんでは昭和 22
年８月以降の、三瓶分館では
平成２年 12 月以降の愛媛新
聞を郷土資料として保管して
います。
上映会スケジュール

　12 月もまなびあん上映会
を行います。時間はいずれも
午後２時から。
12月７日（土）
　クリスマスアニメ
12月21日（土）
　紅白が生まれた日
落語まつりを開催

　落語まつりを 10 月 19 日
（土）に開催。参加者の笑い
声が響きました。
　まなびあんでは今後も各種
イベントを開催します。
問 市図書交流館まなびあん
　  ☎ 62-6420

読めばちょっとした　　があるTopics読めばちょっとした　　があるTopics読めばちょっとした　　があるTopicsちょいトピ

過去の新聞記事を
閲覧できます

笠置峠ものがたり

　10 月に市民劇団「もんた
かな」が笠置峠（宇和町岩木
から八幡浜市釡倉）にまつわ
る人間模様を描いた演劇を披
露し、2日間で 1200 人以上
が観劇しました。峠の茶屋の
他、農家や薬売り、芸人、相
撲取りなどさまざまな人々が
演劇に登場しました。実際、
峠では奉納相撲が行われてい
たそうですし、山田薬師の花
まつりの日には、峠で商売を
した人もいたそうです。宇和
島藩主の中には、参勤交代で
江戸から戻る際に峠を越えた
殿様もいますし、軍事教練の
一環で開催されたマラソン大
会で武士が峠道を駆け抜けた
こともあったようです。
　さて、本公演のきっかけと
なったのは、当地で亡くなっ
た佐渡の娘遍路がいたこと、
そしてそのご遺族が娘の死か
ら 111 年の時を経て墓参り
に訪れたことでした（広報せ
いよ 2017 年 2 月号参照）。

飲酒運転
しない、させない、許さない
　年末年始は飲酒の機会が増えます。飲酒運転は絶対に許され
ません。「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない、飲ませない」
を徹底しましょう。
12/21（土）～ 31（火）は年末の交通安全県民運動

　年末は日没が早くなります。ドライバーや歩行者は次のこと
を心掛けて交通事故を防止しましょう。
ドライバー

・ 車のライトは上向きが原則。対向車がいれば下向きにするな
どこまめに切り替えましょう
歩行者

・外出する際は明るい服装で、反射材を着用しましょう
問  西予警察署☎ 62-0110 　警察相談専用電話☎＃ 9110
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街道沿いに残る遍路の墓に
は、筑後柳川や筑前、肥後國
下益城、豊後海部郡佐伯津久
見浦など九州の地名が多く、
遠くは加州金澤（石川）など
と書かれています。かつて峠
道を行き来した遍路の様子を
うかがうことができます。岩
木には遍路にまつわる話が残
されていますし、遍路宿も
あったそうです。麓にある安
養寺には大師堂があって、遍
路の納め札が多数貼られてい
ます。峠の地蔵の台座には、
明石寺や出石寺への道のりが
刻まれています。
　現在、図書交流館まなびあ
んで、笠置峠（国史跡八幡浜
街道笠置峠越）に関するミニ
展示を開催している他、峠に
関する図書も紹介していま
す。峠にまつわる人々の交流
に触れてみてはいかがでしょ
うか。
問スポーツ・文化課 
　☎ 62-6416
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　明浜分会では、人権学習会
やふれあい人権教育懇談会、
夏季人権教育研修会を実施し
ています。今年の夏季人権教
育研修会では、人権弾き語り
コンサートを開催しました。
他にも毎年、ハンセン病回復
者が入所している国立療養所
「大島青松園」を訪問してい
ます。今年は８月に訪問し、
西予市出身の詩人塔和子さん
をはじめ多くの人が眠る納骨
堂をお参りした後、園内で暮
らす人たちと面談し、体験談
を聞くことができました。
参加者感想・意見（抜粋）
・ とてもひどく無念で悲しい
話ばかり、幼い頃からの出
来事でさぞつらかっただろ
うと思う
・ 「死者との交流の場所であ
り、風に乗ってふるさとへ
帰る場所であろう風の舞」
が心に残った
・ 家族、友達、地域から隔離
され、閉ざされた世界で何
十年もの間、人間の尊厳を
奪われて生きてきた人たち
を思って胸が苦しくなった
・ 今は笑顔で私たちに接して
くれる。苦しい生活の中で
生きがいを見つけ、頑張っ
てこられたんだと思う

　今後もさまざまな人権学習
に取り組んでいきます。
問  明浜教育課☎ 64-1291

ハンセン病から学ぶ
人権教育

H
um

an
 ri

gh
tsつくし苑で地域交流会

モンゴルのことを学びました

　利用者とその家族が参加
する地域交流会を９月 22 日
（日）に開催しました。
　カラオケ大会やビンゴゲー
ム、リハビリ教室などを行い、
普段施設内で過ごすことの多
い利用者さんたちが、家族と
一緒に交流会を楽しみ、笑顔
あふれる時間となりました。
　今回は、高知県で介護実習
生として働いているトヤさん
と通訳として働くヤンジンさ
んらも招待。モンゴルの風景
や風習について学びました。
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　毎週金曜日は、「西予市地
産地消の日」です。毎月１日、
市ホームページにレシピを更
新しています。西予
の旬の食材を活用し
ましょう。
　今回は冬が旬の小松菜を
使ったレシピを紹介します。
小松菜のいり卵あえ

材料
・小松菜 240g
・しめじ 40g
・ いり卵（卵２個、サラダ油
小さじ 1）
・青じそ８枚
・ A（薄口しょうゆ大さじ１、
みりん小さじ１と 1/3）
作り方
① 卵をフライパンで炒めてい
り卵にする
② 小松菜はゆでて、２cmの
長さに切る
③ しめじの根元を切って、ほ
ぐしてゆでる
④ 青じそを千切りにして、A
と合わせる
⑤ 卵や小松菜、しめじを食べ
る直前に④とあえる

　小松菜はハウス栽培もされ
るため、通年出荷されていま
す。しかし、旬は 12 月から
２月です。ホウレンソウより
も鉄分やカルシウムが多く含
まれています。あく抜きも不
要で、調理しやすい野菜です。
問 健康づくり推進課☎ 62-6407

市産食材を使った
レシピを紹介

読めばちょっとした　　があるTopics読めばちょっとした　　があるTopics読めばちょっとした　　があるTopicsちょいトピ
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　市内の小中学校から 466 点の応募があり、厳正な審査の結
果、91点の入賞作品を決定しました。
最優秀賞

危険物安全協会長賞
【小学１年】麓優斗（皆田）赤松佑都（野村）【小学２年】井上壱

い っ た

太（城川）篠藤勇
ゆうだい

大（野
村）【小学３年】髙橋条太郎（皆田）上杉駆

か い

生（皆田）【小学４年】大塚さくら（多田）
上甲啓

ひ ろ き

生（多田）【小学５年】西又玲
れ な

菜（城川）上脇あおい（三瓶）【小学６年】兵頭
温
は る と

斗（城川）清水ここな（野村）【中学】渡邊和
な ご み

心美（宇和）水本皐月（宇和）

優秀賞
【小学１年】小玉悠

ゆ う と

翔（宇和町）髙岡ラナン（野村）小玉想之介（野村）井関こころ（野
村）【小学２年】伊原和

わ か な

奏（城川）山口友希乃（城川）川内優
ゆ ま

茉（城川）渡邊紘
こ う し

士（野
村）【小学３年】増原宗佑（中川）高橋大貴（野村）清水莉々子（野村）堀内沙耶（三
瓶）【小学４年】正司義

よしあき

哲（田之筋）稲田夏帆（城川）川内翔真（城川）矢野稜真（城
川）古谷優

ゆ な

奈（三瓶）【小学５年】二宮凜（宇和町）梅原海翔（多田）小川大吾（城川）
浦田芽

め い な

優奈（城川）【小学６年】浅野奏一郎（城川）周藤寛乃（野村）宇都宮貫太（野村）
菊田悠

ゆうせい

生（野村）【中学】三瀬李乃（野村）河野希
の の か

風（宇和）佐藤涼音（宇和）末光
生
い さ き

咲希（宇和）、兵頭このか（宇和）
問  市消防本部☎ 62-0119
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こ
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問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
１
２
８
５

利用者さんからは、「モンゴ
ルのことがよく分かってよ
かった」との声がありました。
　つくし苑は現在、モンゴル
国立医科大学から技能実習生
を受け入れるため、準備を進
めています。
　古里から離れた研修生が早
く地域になじめるよう、これ
からも地域とのつながりを大
切にし、地域に開かれた施設
となるようなイベントを開催
する予定です。
問  つくし苑☎ 72-3820

吉見 昊
こうりゅう
龍

（野村小１）
松本 将太郎
（城川小２）

田中 萌
め あ り
亜里

（明浜小３）
兵頭 樹里

（城川小４）

井上 智貴
（城川小５）

横田 柊
しゅうや
弥

（野村小６）
山口 舞佳

（宇和中２）

入賞作品は市
ホームページ
に掲載するほ
か CATV で放
映し、火災予
防啓発のため
に活用してい
きます。
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買い物気分で
情報探しを
楽しんで

Information market
仕事や生活、趣味に役立つ最新情報をお届けします。
パラパラめくって、気になるものをチェック！

自分にぴったりな掘り出し情報が、きっと見つかります。

Information market

買い物気分で

情報掘り出し市

イ ベ ン ト

ひとり親家庭への
貸付制度

　授業料などの修学資
金や、入学金などの就
学支度資金その他を貸
し付けます。詳しくは
お問い合わせください。
　対象は母子家庭の母
とその児童や父子家庭
の父とその児童など。申請には事前相談が必
要です。
問 子育て支援課☎ 62-6551

補 助

40歳から47歳の男性
風しん抗体検査を３月までに

　昭和 47 年４月２日から 54 年４月１日生
まれの男性が対象。５月末に届いているクー
ポン券があれば、風しん抗体検査と予防接種
を無料で受けられます。
　有効期限は令和２年３月 31 日（火）まで。
未受診の人は早めに受診してください。クー
ポン券を紛失した場合は再発行できます。詳
しくは問い合わせいただくか、市ホームペー
ジをご覧ください。
問 健康づくり推進課☎ 62-6407

世界一の大門松
12/26からライトアップ

　2020 年にちなみ、今年の「世界一の大門松」は
20.20m。場所は昨年と同様、旧中筋小学校グラウン
ド（野村町高瀬 4098 番地）です。
中筋郷　大門松ライトアップ
　野村産の竹から作った絵馬「ちょっと竹」（有料）
に願いを書いて、大門松に結ぶこともできます。12
月 26 日（木）には婦人会が手料理の販売を行います。
≪日時≫
　12 月 26 日（木）～１月７日（火）午後６時～９時
家庭や職場に設置できる「子門松」も
　地域づくり組織「中筋地区自治振興会」では、家庭
や職場に設置できる小さい門松「子門松」も作ってい
ます。詳しくはお問い合わせください。
問 中筋公民館☎ 72-0801

宇和文化の里駅伝競走大会

第 33 回中高齢者駅伝競走大会（１・２部
…５区間 21km、３部…５区間 17.4km）と第
26 回女子駅伝競走大会（５区間 17.4km）。
日時 12 月１日（日） 午前 10 時開会式

　11 時スタート
場所 宇和町小学校グラウンド

問 スポーツ・文化課☎ 62-6416

第16回西予市駅伝競走大会

一般男子１部・２部、中学生男子の部（５
区間 14.76km）、一般女子、中学生女子の部

（５区間 9.04km）。
日時 12 月 22 日（日） 午前９時 30 分開会式

　10 時 30 分スタート
場所 三瓶文化会館

問  三瓶教育課☎ 33-2470

知 っ 得 情 報

自作のしめ縄を作ろう
　昨年大好評だったしめ縄作りを今年も開催します。自作の
しめ縄をおうちに飾りませんか。
日時  12 月 20 日（金） 午後１時 30 分～４時
会場  市教育保健センター４階 大ホール
講師  わらのスペシャリスト上甲 清さん、岡本 保さん
対象  市内在住者　定員  30 人
費用  1500 円（材料費）　持参品  はさみ
募集期限  12 月６日（金）
問 生涯学習課☎ 62-6415

どこでも参加できる防災訓練
12/17はシェイクアウトえひめ

　地震発生時の安全確保行動を確認する防災訓練「シェイクアウトえ
ひめ」を、12 月 17 日（火）から 23 日（月）までのえひめ防災週間
に合わせて実施します。
　参加者は、その場で「①まず低く =DROP ！」→「②頭を守り＝
COVER ！」→「③動かない＝ HOLD ON ！」の３つの安全確保行動
を１分間行います。誰でも、どこでも参加可能。県ホームページで参
加登録を募集しています。
日時  12 月 17 日（火）午前 11 時から１分間
実施方法

　防災行政無線から流れる訓練放送に合わせて安全確保行動をとる
問  危機管理課☎ 62-6491
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旧市民図書館を解体
駐車場を規制

　旧市民図書館棟の解体工事を行います。工事期間中、
市役所駐車場の一部が利用できません。代替駐車場を
ご利用ください。
規制期限  令和２年２月末頃の解体工事完了まで

問  財政課☎ 62-6402

「いいやん！西予」
12月は水道管の凍結対策

　西予ＣＡＴＶきらりチャンネルで
「いいやん！西予」西予市行政情報
番組を、毎日放送しています。
　行政情報を分かりやすく紹介。事
業や補助金、イベントの紹介など、
お得な情報が盛りだくさんです。

12/1 ～ 14 まで
・水道管の凍結対策
・年末年始のイベント

12/15 ～ 30 まで
・ 平成 30 年度決算
放送時間（予定）

　番組内容は毎月１日と 15 日に更
新予定です。

月 火 水 木 金 土 日
午前６時～
午後０時 15 分～
午後４時 45 分～
午後６時 45 分～
午後９時 15 分～
午後９時 45 分～
午後 10 時 30 分～
午後 11 時～
午前０時 30 分～

問  情報推進室☎ 62-6404

地域おこし協力隊着任

　　　   シーバース 玲
れ い な

名さん

出身  神奈川県藤沢市
活動地域  野村町野村地区
意気込み

野村町にゲストハウスを作ること
を目指し、観光や魅力発信などの活
動をしていきます。
西予市の皆さんへ

昨年７月の豪雨災害を機に野村町
に来ました。野村の文化や自然、人
にほれて、離れられなくなりました。
　お話することが大好きです。見か
けたら話しかけてください。

ギャラリーしろかわ
12/2～1/3まで臨時休館

　展示替えのため、市立美術館ギャラリーしろかわは臨
時休館とします。
休館期間 12 月２日（月）～１月３日（金）
問  ギャラリーしろかわ☎ 82-1001

運転手付きのマイクロバス
利用に注意

　現在、マイクロバスを扱う事業者の中には、不適切なサービ
スを行うものがあります。
　違法なサービスを行っているバスを利用して、事故にあった
り、けがをしたりした場合、適切な損害賠償が行われず、治療
費なども全額負担になるケースがあります。
不適切なサービス例

・ 旅客自動車運送事業の許可を得ず運送を行う無許可営業
・ レンタカー事業者がレンタカー（マイクロバス）と運転手を

一体的に提供するもの
マイクロバスを利用するときの注意

・ 運転手を付けるときは、国土交通大臣の許可を受けた事業者
を利用する

・ レンタカー事業者が貸し出すマイクロバスには運転手は付き
ません

問  まちづくり推進課☎ 62-6403

し尿や浄化槽汚泥の汲み取り
年末年始は早めに依頼を

市衛生センターは、12 月
28 日（土）から１月５日（日）
まで、年末年始のため休業
します。
　年末年始は汲み取りが集
中するため、許可業者に早めに依頼してください。
問  環境衛生課☎ 62-1132

統計調査員
やってみませんか

　 統 計 調 査 業 務 に 理 解 と 熱 意 を
持って携わっていただける、20 歳
以上 70 歳未満の人を広く募集して
います。
関心があれば連絡を

　統計調査員は、非常勤の公務員
で、報酬も支給されます。関心が
ある人は、ご連絡ください。
　総務省では令和２年 10 月１日
を基準日に、日本に住む全ての人
を対象とする「令和２年国勢調査」
を実施します。
　調査への協力と支援をお願いし
ます。
問  情報推進室☎ 62-6404

教育保健
センター

西予市役所

図
書
館

駐
車
場

駐車場

駐車場

工事、駐車場規制範囲

代替駐車場略図

第12回西予市民ゴルフ大会結果

 　第 12 回西予市民ゴルフ大会を 10 月５日（土）に
宇和島カントリー倶楽部で開催しました。結果は次の
とおりです。
団体の部

　【１位】野村【２位】宇和【３位】三瓶
個人の部

　【１位】 金光 利行さん【２位】 増田 正勝さん
問  スポーツ・文化課☎ 62-6416

まじめみきゃん
無料で利用できます

　「まじめえひめ」のロゴマーク
や「まじめみきゃん」デザインな
どを無料で使うことができます。
 ただし、利用する際は申請が必
要です。
問 県まじめ課☎ 089-912-2280
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夜間・休日の救急診療
二次救急
中症～重症患者の受け入れをする医療機関で

す。検査・入院・手術が必要な場合に備え医師と
外来看護師が当直し、検査・放射線技師が待機し
て救急医療にあたっています。変更となる場合が
あるため医療機関へ確認の上お出かけください。

12月 奇数日が西予市民病院
偶数日が野村病院

西予市民病院☎ 62-1121
市立野村病院☎ 72-0180

一次救急
　入院や手術の必要がない軽症患者の治療にあたります。

宇和・明浜地区

12月１日(日) 宇都宮内科クリニック（卯之町三）☎62-7788
12月８日(日) 宇都宮内科クリニック（卯之町三）☎62-7788
12月15日(日) 松葉診療所（卯之町一）☎62-0688
12月22日(日) 二宮医院（卯之町二）☎62-0144
12月29日(日) ささき皮フ科クリニック（卯之町二）☎89-2233
12月31日(火) 高千穂醫院（上松葉）☎62-5009
野村・城川地区

12月１日(日) おか医院（阿下）☎72-3456
12月８日(日) 野村病院（野村）☎72-0180
12月15日(日) 宇都宮内科（野村）☎72-3333
12月22日(日) 野村病院

（野村）☎72-0180
※ 29日、31日は二次救急でな
いため検査不可

12月29日(日)
12月31日(火)
三瓶地区
いずれも
八幡浜一次救急休日・夜間診療所
（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199
小児科

12月１日(日)
大洲ななほしクリニック
（大洲市東若宮）
☎0893（25）7710

12月８日(日)
八幡浜一次救急
休日・夜間診療所
（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199

12月15日(日)
山下小児科
（伊賀上）
☎62-6801

12月22日(日)
ごとう小児科
（大洲市東大洲）
☎0893（23）0510

12月29日(日)
八幡浜一次救急
休日・夜間診療所
（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199

12月30日(月)
ごうお小児科医院
（大洲市西大洲）
☎0893（24）3936

12月31日(火)
みかんこどもクリニック
（八幡浜市白浜通）
☎0894（20）8800

外科治療は対応困難なため、けがなどの場合
は外科系当番医か救急病院をご利用ください。
受診の際は、お薬手帳を持参してください。
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　  広　報　文　芸

がんばれせいよの
アスリート！アーティスト！

アスリート部門
第 50 回ジュニアオリンピック選考会（９月１日、愛媛県総合運
動公園陸上競技場）≪女子 A3000m ≫１位：松本 幸

さ ち こ

子（宇和中３）
10 分 21 秒 91
アーティスト部門

令和２年度愛鳥週間用ポスター原画コンクール県審査【金賞（知
事賞）】大塚 佑斗（野村小６）
第 51 回 RNB こども音楽コンクール（10 月 12 日、愛媛県生涯
学習センター）≪中学校合奏部門≫金賞：野村中学校筝曲部
令和元年度愛媛県薬物乱用防止啓発用ポスターコンクール≪中学
生の部≫銀賞：井上 未

み ゆ う

優（宇和中３）
令和元年度人権尊重の意識を高めるためのポスター≪中学校部門
≫優秀賞：松本 麻菜（宇和中２）、丸山 大

た い ち

智（宇和中２）

国民年金保険料を納付した人
控除証明書は大切に保管を

　１月１日から 12月 31 日に納付した国民年金保険料は、所
得税と住民税の申告で全額社会保険料控除の対象になります。
家族の国民年金保険料を納付した場合も、社会保険料控除に
加えることができます。
　この控除を受けるには、日本年金機構から届く「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が必要です。届いたら、
年末調整や確定申告まで大切に保管してください。
11月上旬に証明書が届く人
　１月１日から９月 30日までの間に保険料を納付した人
来年２月上旬に証明書が届く人
　10 月１日から 12 月 31 日までの間に、今年初めて保険料
を納付した人
問 宇和島年金事務所☎ 0895-22-5440

最低賃金は１時間790円

　愛媛県の最低賃金は令和元年 10 月１日か
ら 790 円です。
問  愛媛労働局☎ 089-935-5205

日中都合がつかない人も
夜間のエイズ検査

　八幡浜保健所では「夜間エイズ検査」を無料で
実施します。日中都合がつかない人もこの機会に
検査してみませんか。陰性の場合、当日 30分程度
で結果が出ます。匿名可。予約不要。
　12 月１日（日）～７日（土）は「愛媛県エイズ
予防週間」です。
日時  12 月５日（木） 午後５時 30 分～７時 30 分
場所  八幡浜保健所（南予地方局八幡浜支局１階）

　エイズ検査や相談は毎週月曜日午前 10 時～ 11
時にも行っています。
問  八幡浜保健所☎ 0894-22-4111

心の悩み相談　

　さまざまな心の悩みと不安に、精神科の
医師や保健師が応じます。
日時   12 月 18日（水）午後２時～３時30分
場所  市教育保健センター
問  健康づくり推進課 ☎ 62-6407

予約制

４月から喫煙ルールが変更
事業者の皆さん、ご準備を

　施設では屋内禁煙が原則となるなど、令和２年
４月１日から喫煙に関するルールが変わります。
変更点

・ 全ての施設で原則、屋内喫煙が禁止に。屋内喫
煙するには、たばこの煙の流出防止措置が必要

・ 20 歳未満の人は、従業員でも喫煙エリアへの
立ち入り禁止

・喫煙室がある場合は、標識の掲示義務あり
飲食店には経過措置

　令和２年４月１日時点で要件に該当する既存の
飲食店は、経過措置として保健所に届出の上、喫

煙室を設置することができます。要件は、
厚生労働省の特設サイトをご覧ください。
喫煙室設置に支援

　喫煙室を設置する際は、財政・税制上の支援
を受けることができます。詳しくはお問い合わ
せください。
問 受動喫煙にかかるコールセンター
　☎ 03-5539-0303

広報せいよ 11 月号 P29「宇和はごの木句会」中、上甲純子さんの句で「秋灯火」とありましたが正しくは「秋灯下」です。訂正してお詫びいたします。
2019.12月号 ❷❽このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ❷❾



差別やいじめに悩んだら
「人権相談」

　差別やいじめ、変なうわさを立てられ
た場合などに相談できる人権相談。予約
不要。
明浜老人福祉センター
12月４日（水）午後１時～３時
問  人権対策室 ☎ 62-6492 

行政に意見や要望があれば
「行政相談」

　行政全般に関する苦情や意見、要望などを相
談できる行政相談です。予約不要。
高山公民館  12 月３日（火）午前９時～ 11時
市役所１階 相談室
　12月 11日（水）午前９時～ 11時
野村公民館  12 月２日（月）午前９時～ 11時
三瓶支所   12 月 17 日（火）午後１時～３時
問  総務課☎ 62-6400 

【社協主催】心配ごと相談

　日常生活での悩みや困りごとを相談できま
す。予約不要。
渡江集会所
　12月 11日（水）午後１時～３時
市社会福祉協議会 宇和支所
　12月 10日（火）午後１時～３時
　12月 24日（火）午後１時～３時
野村保健福祉センター
　12月 10日（火）午後１時～３時
市社会福祉協議会 三瓶支所
　12月 16日（月）午後１時～３時
問  市社会福祉協議会 本所 ☎ 72-2306 

【社協主催】
介護・福祉・認知症相談

　ホームヘルパーやデイサービス、福祉用具利
用について相談できます。予約不要。
渡江集会所
　12月 11日（水）午後１時～３時
市社会福祉協議会 宇和支所
　12月２日（月）午後１時～３時
野村保健福祉センター
　12月 11日（水）午後１時～３時
問  市社会福祉協議会 本所 ☎ 72-2306 

お誕生おめでとう
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ご縁をサポートします

　結婚推進員が素敵なご縁をサポートす
る結婚相談。予約不要。
教育保健センター

　12 月５日（木）午後４時～６時
総合センターしろかわ

　12 月 20 日（金） 午後２時～４時
問  生涯学習課☎ 62-6415

子育て相談

　子育てに不安を感じる保護者の相談に
応じます。相談日以外でも可。
日時  12 月 12 日（木）26 日（木）

　午後１時 30 分～３時 30 分
場所   市図書交流館「まなびあん」会議室
電話受付  ☎ 080-5664-7782

　月～金曜日の午前９時～午後５時

人 口

世 帯 数

出 生

死 亡

　3万7384人(-63)
　男 1万7697人(-35)
　女 1万9687人(-28)

　1万7884世帯(-23)
　　
　17人(-3)
　男８人(-4)　女９人(+1)

　61人(+12)
　男27人(+7)　女34人(+５)
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【社協主催】法律相談

　日常生活で法律にかかわる問題に、弁護士が
対応します。
市社会福祉協議会 宇和支所
　12月 20日（金）午後２時～４時
予 市社会福祉協議会 宇和支所 ☎ 62-2000
野村保健福祉センター
　12月 10日（火）午後１時～３時 30分
予 市社会福祉協議会本所 ☎ 72-2306

予約制

難病相談

　難病の人や、その家族が対象。保健所医師や
保健師などが、療養上の不安の軽減や生活の質
の向上を図ります。助成制度や福祉制度の紹介
も。
日時  12 月 12 日（木）午後２時～４時
場所  八幡浜保健所１階（八幡浜市北浜１丁目

3-37）
家庭訪問

　在宅での療養上の指導や介護の方法などにつ
いて、保健師が家庭訪問を行っています。希望
する人は、お電話ください。
問  八幡浜保健所☎ 0894-22-4111

暮らしのことなど
生活に困ったら相談を

　暮らしや就労、子育て、介護、障がいなどの
悩みに応じる福祉相談。１人１人の状況に対応
します。予約不要。
三瓶支所
　12月 11日（水）午前 10時～正午
大和田センター
　12月 25日（水）午前 10時～正午
問  市福祉総合相談センター  ☎ 62-1150 

編〇 集〇  後〇 記〇　　
　市民劇団「もんたかな」さんの「笠置峠ものがたり」、本
当にすてきでした。皆さんアマチュアとのことですが歌も
踊りもすごい。引き込まれました。撮影しながら笑いと涙
が止まらなかったほど。このまちでこんなにすてきな劇に
触れられる幸せを感じました。
　そして、岩木のお母さん（お姉さん）たちが作るおにぎ
りは、めちゃくちゃおいしい！お漬物も最高。特に古代米
のおにぎりがお気に入りです。以来、宇和米＆古代米での
おにぎり作りにハマっています。（堀）

2019.12月号 ❸⓪このまちで暮らす、私たちが主役のMagazine 広報せいよ❸1
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人生のリスタートをサポートします！

村上勝也法律事務所
弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）

借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

相談料は（1時間ごと）
個人的なご相談は 5000円( 税別) 事業者のご相談は　１万円( 税別)

一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。
まずはお気軽にお電話ください！　　　

0893-57-6266
そして詳細はウェブサイトへ！　　　　　
http://www.murakami-law.net

大洲市中村231愛媛舗道ビル２階１号（ＪＲ大洲駅から走って１分・徒歩２分）

☎
（平日9時～5時）
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　野村地区河川整備促進協議会の会

長をしています。

　安心して生活できる安全な肱川の整

備に向けて、 ８月に設立しました。 きっ

かけは今後の河川整備についての説

明会。 「整備のやり方について住民の

意見をまとめる場が必要ではないか」

という声が上がったことでした。

　協議を重ね、 ９月に愛媛県知事に対

しておもに４つの要望をしました。

① 堤防を高くするのではなく、 川幅を

広くして川の水位上昇を防ぐこと

② 川底に積もる土砂の撤去を今後も

継続すること

③ 野村大橋を架け替えて、 川の流れ

をよくすること

④氾濫した支流の改修を行うこと

　まだ課題も残っています。 これから

転居が必要になる人もいます。 早く方

針を決めて、 丁寧な説明やお願いが

できるよう行政と一緒に活動していき

ます。 たとえ要望どおりに整備しても、

氾濫する可能性は消えません。 避難

指示が出たらすぐに避難してください。

　作成中の野村地区の復興まちづくり

計画と連携して河川整備を進め、 安

全に暮らせるまちにしていきたいです。
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一
歩

復興まちづくりと
連携した河川整備で
安全なまちに
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井関 陽一さん
＝野村町野村＝
野村地区河川整備促進協
議会の会長。市議会議員。


